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全
管
連
（
全
国
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
連
合
会
、
会
長
穐
山
精
吾
）
は
、
10

月
３
日
、
北
九
州
市
に
お
い
て
、
第
51

回
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
次
の
事
項

を
決
議
し
ま
し
た
。

　１　

全
国
の
管
理
組
合
団
体　

17
団
体

に
、
次
の
２
団
体
の
全
管
連
入
会
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
が
わ
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
横
浜

市
）

②　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
分
譲
共
同
住
宅

管
理
組
合
協
議
会
（
岡
山
市
）

２　

ま
だ
課
題
を
残
し
た
「
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
適
性
化
法
」

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
性
化
法
の
見
直

し
に
向
け
て
、
国
土
交
通
省
に
設
置
さ

れ
た
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
関
す
る
懇

談
会
」
で
、
全
管
連
と
し
て
意
見
を
述

べ
て
き
ま
し
た
が
、
法
改
正
ま
で
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

管
理
組
合
の
声
を
よ
り
反
映
し
て
い

く
た
め
に
も
、
各
政
党
に
マ
ン
シ
ョ
ン

対
策
の
窓
口
を
設
け
て
も
ら
う
よ
う
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

３　

真
に
管
理
組
合
に
役
立
つ
「
マ
ン

シ
ョ
ン
履
歴
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
せ

よ国
土
交
通
省
と
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ

ン
タ
ー
は
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
履
歴
シ
ス

テ
ム
（
マ
ン
シ
ョ
ン
み
ら
い
ネ
ッ
ト
）」

を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
肝
心
の
管
理
組

合
の
意
見
も
聞
か
ず
、
説
明
責
任
も
充

分
は
た
さ
な
い
中
で
、
モ
ニ
タ
ー
の
募

集
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
応
募
に
は

総
会
の
決
議
は
い
ら
な
い
と
す
る
独
走

の
姿
勢
で
す
。
し
か
し
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
、
①
本
当
に
管
理
組
合
に
役
立
つ
の

か
、
②
情
報
公
開
に
よ
っ
て
マ
ン
シ
ョ

ン
の
価
格
を
下
げ
る
恐
れ
は
な
い
の

か
、
③
費
用
は
適
切
か
、
な
ど
不
鮮
明

な
点
が
あ
り
ま
す
。

４　

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

社
会
的
関
心
が
日
増
し
に
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い

て
、
全
管
連
で
は
、
①
国
お
よ
び
自
治

体
に
対
し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事

に
対
す
る
支
援
制
度
の
要
求
を
し
て
い

く
、
②
調
査
員
の
派
遣
制
度
を
は
じ
め

と
す
る
公
的
な
調
査
体
制
の
設
置
を
要

求
し
て
い
く
、
と
し
ま
し
た
。

５　

全
管
連
共
済
へ
の
取
り
組
み
経
過

昨
年
春
の
代
表
者
会
議
以
降
、
管
理

組
合
の
貴
重
な
財
産
を
安
全
に
確
保
し

て
い
く
た
め
に
「
全
管
連
共
済
」
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
全

管
連
独
自
で
共
済
を
立
ち
上
げ
る
の
は

困
難
と
判
断
、
代
わ
り
に
既
存
の
共
済

と
の
提
携
に
よ
る
全
管
連
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
保
険
制
度
の
実
現
や
、
民
間
保
険
会

社
か
ら
の
提
案
に
よ
る
全
管
連
会
員
向

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
保
険
商
品
の
実
現
に

向
け
て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。　

６　

全
管
連
（
事
業
指
針
）
案
は
、
基

本
的
考
え
が
違
う
と
議
論

事
業
問
題
専
門
委
員
会
か
ら
、
全
管

連
独
自
の
（
事
業
指
針
）
案
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
各
団
体
の
行
う
事
業
は
、

非
営
利
で
あ
る
こ
と
、
透
明
性
の
確

保
、
社
会
的
有
用
性
で
あ
る
こ
と
な
ど

６
項
目
で
し
た
が
、
指
針
を
作
る
こ
と

と
し
た
趣
旨
と
、
ま
っ
た
く
違
っ
て
い

る
な
ど
と
の
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
加
盟
団
体
の
一
部
が
大
規
模
修

繕
工
事
に
関
し
て
問
題
と
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
こ
の
た
め
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
ろ
う
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
事
業
指
針
」
は
、
そ
の
点
に
触
れ
て

い
な
い
の
で
、
た
と
え
ば
「
業
者
か
ら

リ
ベ
ー
ト
を
も
ら
っ
て
は
い
け
な
い
」

な
ど
の
具
体
性
の
あ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

「
倫
理
規
定
」
を
作
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
継
続
と
な
り

ま
し
た
。

７　

全
管
連
標
準
管
理
委
託
契
約
書
修

正
版
発
表

全
管
連
が
平
成
14
年
に
発
表

し
た
標
準
委
託
管
理
契
約
書

は
、
国
土
交
通
省
の
標
準
委
託

管
理
契
約
書
に
も
採
用
さ
れ
る

な
ど
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
15
年
４
月
に
国
土

交
通
省
が
改
定
版
を
出
し
た
た

め
、
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

区
分
所
有
法
問
題
委
員
会
で

は
、
こ
の
見
直
し
を
行
い
、
代

表
者
会
議
に
お
い
て
国
土
交
通

省
と
対
比
し
た
改
定
新
版
、
全

管
連
標
準
委
託
契
約
書
を
提
案

し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

８　

全
管
連
２
０
０
５
年
活
動
方
針

①　

全
管
連
創
立
20
周
年
記
念
事
業
へ

の
取
り
組
み

②　

全
管
連
活
動
の
普
及
・
活
動
に
向

け
た
取
り
組
み

③　

管
理
組
合
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
政

府
・
行
政
へ
の
働
き
か
け

　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
、
履
歴
シ
ス
テ

ム
の
適
正
管
理
へ
役
立
つ
構
築

　
　

電
気
、
ガ
ス
、
給
排
水
な
ど
設
備

管
理
の
基
本
制
度
の
整
備
他

＊
次
回
第
52
回
大
会
は
、
平
成
18
年
5

月
11
日
（
木
）・
12
日
（
金
）、
札
幌

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

第
51
回全

管
連
代
表
者
会
議
報
告

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
会
長　

佐
々
木　

一


